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（１）１日に飲むアルコール飲料の分量は日本酒に換算して、どの程度ですか。 (１つに○) 

・飲酒をしている人のアルコールの量をみると、「１合未満」が約半数。「３合以上」が７％弱。 

 

 
 

 
 

（２）眠りを助けるために、アルコール飲料を用いることはありますか。(１つに○) 

・「よく利用する」又は「時々利用する」を合わせると２割強。 

・飲む頻度が多い人ほど、眠りを助けるためにアルコール飲料を利用している割合が高い。 

・問 12 で睡眠薬や精神安定剤を服用している人のうち３人に１人が、眠りを助けるためにアル

コール飲料を利用しており、服用していない人よりもその割合が高い。 

 
 

 
  

49.3 29.1 11.7 4.1 1.6 3.3

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

飲酒者
　n=1,234

１合未満 １合以上２合未満 ２合以上３合未満 ３合以上４合未満 ４合以上５合未満 ５合以上 無回答

51.0

45.6

44.5

30.1

32.7

30.6

12.1

12.9

16.6

4.3

5.2

5.5

2.3

1.4

1.7

1.3

1.3

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回(市民）
　n=1,193

今回（勤労者）
　n＝744

前回(勤労者）
　n=2,558

１合未満 １合以上２合未満 ２合以上３合未満 ３合以上４合未満 ４合以上５合未満 ５合以上

【前回調査比較】

※無回答を除く構成比

7.9 13.0 77.0 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｱﾙｺｰﾙ飲料飲む
n=1,234

よく利用する 時々利用する 利用しない 無回答

【飲む頻度×睡眠のためにアルコールの利用】

17.1

8.7

17.9

12.1

12.7

8.2

62.8

75.8

86.1

89.8

0.6

0.0

2.3

3.4

0.6

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど毎日飲んでいる
　n＝486

週３日以上飲んでいる
　n＝149

週に１～２日飲んでいる
　n＝158

たまに飲んでいる
　n＝441

よく利用する 時々利用する 利用しない 無回答
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問 10 「適正な飲酒」とは、日本酒に換算して、１日にどれくらいだと思いますか。（数値で記入） 

・「１合以上 1.5 合未満」が最も多い。 

・この１か月間のアルコール飲料の摂取量が多い人ほど、適切と思う量も多い。 

 

問 11 アルコール飲料が睡眠を浅くすることをご存じですか。 (１つに○) 

・日常飲んでいる人は「知っている」が４割前後。 

・眠りを助けるためにアルコール飲料を利用している人は、「知っている」が４割強、利用して

いない人は３割半と、利用している人の方が知っている割合が高い。 

 

  

【日常の摂取量×適切と思う摂取量】

12.3

2.5

2.8

3.9

57.9

49.0

35.0

0.5

4.2

1.4

8.4

32.0

45.1

27.5

30.0

36.4

0.8

9.0

15.7

25.0

18.2

2.0

10.0

18.2

10.9

27.3

38.9

67.1

0.8

0.7

2.0

2.1

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１合未満
　n＝608

１合以上２合未満
　n＝359

２合以上３合未満
　n＝144

３合以上４合未満
　n＝51

４合以上５合未満
　n＝20

５合以上
　n＝11

1合未満 1.5合未満 ２合未満 ３合未満 ４合未満 ４合以上 無回答

【アルコール飲料を飲む頻度】

37.9

38.3

44.9

32.2

27.2

61.7

65.5

65.6 7.2

55.1

61.5 0.6

0.0

0.0

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど毎日飲んでいる
　n＝486

週３日以上飲んでいる
　n＝149

週に１～２日飲んでいる
　n＝158

たまに飲んでいる
　n＝441

飲まない
　n＝919

知っている 知らない 無回答

【眠るためのアルコール飲料の利用】

42.3

41.0

35.8

59.0

63.3

57.7 0.0

0.0

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく利用する
　n＝97

時々利用する
　n＝161

利用しない
　n＝950

知っている 知らない 無回答
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問 12 この１か月間、眠りを助けるために、睡眠薬や精神安定剤（市販薬も含む）を用いたことが

ありますか。（１つに○） 

・睡眠薬や精神安定剤を用いている人は全体の１割強。男女ともに 70 歳以上での割合が高く、

特に女性の 70 歳以上では３割が用いている。 

・健康状態との関係をみると、「健康でない」と回答している人ほど、用いている割合が高い。  

 
 

 
 

  

8.0

2.9

5.4

6.5

5.8

13.3

4.7

3.1

4.4

7.1

10.6

18.7

5.4

5.4

4.5

8.4

4.7

6.5

8.5

12.1

82.3

97.3

95.7

89.3

92.7

89.2

77.9

89.4

95.4

94.5

85.3

77.7

63.8

4.3

0.0

0.5

1.5

0.8

1.4

1.4 1.4

0.0

0.0

0.0

0.4

0.4

1.2

0.0

0.5

1.1

3.2

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
N=2,243

男-20歳代
　n＝73

男-30歳代
　n＝138

男-40歳代
　n＝149

男-50歳代
　n＝124

男-60歳代
　n＝223

男-70歳代以上
　n＝226

女-20歳代
　n＝85

女-30歳代
　n＝195

女-40歳代
　n＝183

女-50歳代
　n＝184

女-60歳代
　n＝283

女-70歳代以上
　n＝257

よく利用している 時々利用している 利用しない 無回答

【健康状態】

1.8

5.0

21.2

36.7

5.2

12.0

9.4

95.8

89.0

63.3

50.8

1.3 1.0

0.9

3.5

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても健康
　n＝385

まあまあ健康
　n＝1395

あまり健康でない
　n＝259

健康でない
　n＝128

よく利用している 時々利用している 利用しない 無回答
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１－３ ストレスや悩み事について 

問 13 あなたは現在、日常生活でストレスが多いと感じていますか。（１つに○） 

・男性 40 歳代、女性 20 歳代・40 歳代でストレスを感じている割合が高い。 

・問６で地域交流が「よくある」と回答した人は、ストレスは少ない。 

 

 
 

 
  

29.8

39.1

49.0

37.9

20.6

9.7

44.7

33.3

43.7

39.7

21.9

18.3

49.1

39.6

53.8

51.3

45.9

50.5

53.4

45.9

18.4

11.0

10.9

10.1

11.3

23.8

33.6

9.4

8.7

9.3

8.7

23.0

29.6

38.4 46.6

48.6

50.8

56.9

45.4

2.7

6.2

1.8

1.1

1.6

1.0

0.0

5.3

1.8

0.0

1.3

1.4

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
N=2,243

男-20歳代
　n＝73

男-30歳代
　n＝138

男-40歳代
　n＝149

男-50歳代
　n＝124

男-60歳代
　n＝223

男-70歳代以上
　n＝226

女-20歳代
　n＝85

女-30歳代
　n＝195

女-40歳代
　n＝183

女-50歳代
　n＝184

女-60歳代
　n＝283

女-70歳代以上
　n＝257

多いと思う 普通と思う 少ないと思う 無回答

【地域交流×ストレス】

22.4

27.5

47.5

51.0

51.7

23.3

18.1

15.7

11.7

33.5

38.9

49.3

2.7

1.5

1.9

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくある
　n＝604

時々ある
　n＝775

あまりない
　n＝523

まったくない
　n＝265

多いと思う 普通と思う 少ないと思う 無回答
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問 14 あなたは、どのような方法でストレスを解消していますか。（○はいくつでも） 

・男女ともに「のんびりする時間をとる」が多い。 

・女性は「人に話を聞いてもらう」が高いのに対し、男性は低い。 

・男性は、女性と比べて「運動をする」「酒を飲む」などの割合が高い。 

  

33.1

41.1

27.8

23.0

9.4

25.1

21.4

17.7

11.8

28.4

5.9

14.2

14.4

12.6

10.7

9.8

2.0

14.9

40.1

13.6

30.8

8.7

23.9

14.6

27.8

17.7

26.6

10.8

12.7

14.0

16.9

11.3

10.4

1.7

48.1

42.6

39.5

17.2

9.3

26.7

26.7

10.0

7.6

29.2

2.4

15.2

15.0

9.5

10.1

9.4

1.9

0 10 20 30 40 50

人に話を聞いてもらう

のんびりする時間をとる

買い物をする

運動やスポーツをする

カラオケで歌う

音楽・映画・ビデオなど

よく食べる

酒を飲む

喫煙をする

よく寝る

ギャンブル

旅行をする

読書をする

インターネットをする

特にはない

その他

無回答

全体　N=2,243

男性　n=936

女性　n=1,193

％



 

90 

 

問 15 あなたは、悩みやストレスを感じたときに、誰かに相談をしていますか。（○はいくつでも） 

・男女ともに「家族」の割合が高い。 

・「友人」は女性では半数以上であるのに対し、男性は１／４弱と低い。 

・男性の３人に１人、女性の６人に１人が「相談しない」と回答。 

 

（１）悩み事があっても相談しないのはなぜですか。（○はいくつでも） 

・男女ともに「相談しても、解決できないと思うから」が７割前後。 

  

53.1

9.3

4.0

39.4

10.9

0.7

2.5

0.5

23.9

2.0

2.8

48.2

4.0

0.6

24.6

12.7

0.5

2.1

0.4

32.6

2.1

2.6

58.0

13.4

6.5

50.7

9.8

0.9

2.6

0.5

16.8

1.9

2.3

0 10 20 30 40 50 60

家族

親戚関係

近所の人

友人

職場の上司・同僚

保健センターなどの公的機関

医療機関

電話やインターネットによる相談

相談しない

その他

無回答

全体　N=2,243

男性　n=936

女性　n=1,193

％

10.4

72.9

8.6

19.8

1.9

10.8

69.5

8.9

20.3

2.0

8.5

77.5

8.5

20.5

1.5

0 20 40 60 80

誰（どこ）に相談してよいかわからないから

相談しても、解決できないと思うから

相談することが恥ずかしいから

その他

無回答

全体　n=536

男性　n=305

女性　n=200

％
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問 16 あなたは、悩みやストレスを感じたときに、誰かに相談したり、助けを求めたりすることは恥

ずかしいことだと思いますか。(１つに○) 

・女性よりも男性の方が「そう思う」又は「どちらかというとそう思う」割合が高い。 

・男性 70 歳以上で「そう思う」の割合がやや高い。 

 
 

  

3.1

2.7

1.4

1.3

4.0

4.0

7.5

2.4

3.1

3.8

1.6

1.4

0.8

12.3

19.2

18.1

15.4

20.2

16.1

16.4

11.8

7.2

9.3

8.7

7.8

10.5

15.0

12.3

21.7

18.8

16.9

16.1

8.8

14.1

16.4

13.1

16.3

14.8

14.8

58.7

60.3

47.8

56.4

48.4

52.9

50.4

68.2

68.7

66.1

66.3

64.7

57.6

7.3

4.1

9.4

4.0

10.5

8.5

10.2

3.5

4.6

6.6

4.3

8.1

7.4

6.6

8.9

3.2

2.7

1.1

0.0

0.0

2.2

0.0

4.0

1.4

1.4

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
N=2,243

男-20歳代
　n＝73

男-30歳代
　n＝138

男-40歳代
　n＝149

男-50歳代
　n＝124

男-60歳代
　n＝223

男-70歳代以上
　n＝226

女-20歳代
　n＝85

女-30歳代
　n＝195

女-40歳代
　n＝183

女-50歳代
　n＝184

女-60歳代
　n＝283

女-70歳代以上
　n＝257

そう思う　 どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない そうは思わない わからない 無回答
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１－４．こころの健康について 

問 17 この１週間のあなたのからだやこころの状態についてお伺いします。（(1)～(20)それぞれ１

つに○) 

 

45.0

73.0

64.2

25.2

48.9

49.9

44.4

25.1

46.3

70.8

57.6

26.6

57.5

72.4

73.4

18.7

83.7

65.7

74.5

66.7

35.8

15.1

17.7

21.0

29.6

27.7

32.6

29.4

29.2

15.0

23.4

28.1

23.1

13.2

13.6

26.1

6.5

20.3

14.8

16.8

11.5

6.2

5.5

13.2

11.6

10.3

11.9

19.5

12.3

5.9

8.8

15.6

8.5

5.7

4.6

25.1

3.1

5.7

3.5

4.7

3.4

3.8

26.8

4.0

6.6

5.4

17.5

6.9

5.3

23.3

4.7

3.5

22.6

2.8

4.3

4.3

8.9

13.9

5.8

5.5

5.8

8.6

5.4

5.8

4.8

6.4

6.2

5.3

6.5

7.4

5.7

5.4

5.5

9.5
2.3

1.6

1.0

1.9

2.5

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１)普段はなんでもないことがわずらわしい

(２)食べたくない、食欲が落ちた

(３)家族や友だちから励ましてもらっても、気分が晴れない

(４)他の人と同じ程度には、能力があると思う

(５)物事に集中できない

(６)ゆううつだ

(７)何をするのも面倒だ

(８)これから先のことについて積極的に考えることができる

(９)過去のことについて、くよくよ考える

(10)何か恐ろしい気持ちがする

(11)なかなか眠れない

(12)生活について不満なく過ごせる

(13)普段より口数が少ない、口が重い

(14)一人ぼっちでさびしい

(15)皆がよそよそしいと思う

(16)毎日が楽しい

(17)急に泣きだすことがある

(18)悲しいと感じる

(19)皆が自分を嫌っていると感じる

(20)仕事(学業)が手につかない

ほとんどなかった 少しはあった 時々あった たいていそうだった 無回答
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うつ的傾向性はうつ症状の測定のために開発された自己報告によるスケールＣＥＳ-Ｄ

（Center for Epidemiological Studies Depression Scale）を使用して評価している。 

ＣＥＳ-Ｄ は、全頁 20 の質問項目からなり、これらの項目を加算した得点（0～60 点）を

求めることでうつ症状を評価する。 

※ここでは 20 項目全ての質問に回答があった 1,161 人について集計をした。 

・３人に１人にうつ傾向がみられる（16 点以上）。女性の方が割合がやや高い。 

・男性 40 歳代、女性 20 歳代・40 歳代での割合が高い。 

 

 
 

  

32.5 27.9 39.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
　n＝1,661

高（16点以上） 中（11～15点） 低（10点以下）

30.9

33.8

28.7

26.9

40.4

39.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男
　n＝718

女
　n＝876

高（16点以上） 中（11～15点） 低（10点以下）

33.3

26.7

32.1

27.0

28.6

47.4

30.7

39.5

30.2

31.2

31.3

21.2

26.7

32.2

9.0

26.8

18.4

32.2

45.5

46.7

37.9

41.1

40.8

32.3

43.6

42.5

42.2

37.6

40.3

29.9

40.2

38.8

28.5

39.1

26.8

22.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男-20歳代
　n＝66

男-30歳代
　n＝120

男-40歳代
　n＝132

男-50歳代
　n＝112

男-60歳代
　n＝152

男-70歳代以上
　n＝133

女-20歳代
　n＝78

女-30歳代
　n＝179

女-40歳代
　n＝147

女-50歳代
　n＝149

女-60歳代
　n＝186

女-70歳代以上
　n＝134

高（16点以上） 中（11～15点） 低（10点以下）
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問 18 「うつ病」について、次のことをご存じですか。 （(1)～(9)それぞれ１つに○） 

・「『うつ病』と『なまけ』は違うものである」「『がんばれ』など、励ましの言葉をかけるのはよ

くない」「『うつ病』は自殺と関係がある」については、３人に２人が「知っている」と回答。 

 

 
  

15.3

66.8

34.1

62.2

25.1

66.2

27.1

20.4

56.4

28.4

19.6

28.4

18.4

32.1

20.9

32.0

20.6

25.5

51.9

9.2

31.9

14.8

37.3

8.1

36.2

54.1

13.8

4.4

5.7

4.5

5.5

4.8

4.7

5.0

4.3

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１)一生のうち15人に1人がかかると言われている

（２)「うつ病」と「なまけ」は違うものである 

（３)「うつ病」の症状として身体の不調や痛みがあることが多い

（４)「がんばれ」など、励ましの言葉をかけるのはよくない 

（５)「うつ病」はしっかりと休息をとれば改善する

（６)「うつ病」は自殺と関係がある  

（７)「うつ病」には予防策がある

（８)アルコール飲料が「うつ病」の症状を悪化させる   

（９)「うつ病」の回復期には、無理や焦りは禁物である   

知っている 何となく知っている 知らない 無回答
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問 19 「うつ病」の初期症状には、気分が落ち込むことに加えて、眠れない、夜中や早朝に目が覚

める、頭痛、胃痛などの症状が伴う場合があります。このような初期症状が２週間以上続いた

としたら、あなたは医療機関を受診しますか。（１つに○） 

・若年層ほど「受診しない」割合が高い。特に、男性 20～40 歳代、女性 20 歳代では４割前

後を占める。 

 

 
  

11.6

15.1

8.0

12.1

16.9

14.3

14.6

7.1

5.6

9.3

6.5

13.4

14.0

28.8

19.2

23.2

26.2

26.6

29.1

22.1

38.8

40.0

32.2

33.2

33.6

27.2

25.0

21.9

22.5

20.8

29.8

22.0

32.7

16.5

22.6

25.7

22.3

25.1

30.4

24.6

38.4

40.6

37.6

20.2

23.8

18.1

36.5

26.2

27.3

27.2

17.7

11.3

3.1

2.7

2.2

2.0

2.4

3.6

2.7

3.6

3.3

5.4

2.8

4.3

9.7

12.8

0.0

7.0

2.7

3.6

1.3

4.0

7.2

1.2

2.1

2.2

5.4

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
N=2,243

男-20歳代
　n＝73

男-30歳代
　n＝138

男-40歳代
　n＝149

男-50歳代
　n＝124

男-60歳代
　n＝223

男-70歳代以上
　n＝226

女-20歳代
　n＝85

女-30歳代
　n＝195

女-40歳代
　n＝183

女-50歳代
　n＝184

女-60歳代
　n＝283

女-70歳代以上
　n＝257

受診したくないが、心配なので保健センターなどの公的機関に相談する
精神科以外の医療機関を受診する
精神科や心療内科などの専門の医療機関を受診する
受診しない
その他
無回答
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（１）受診をしないのはなぜですか。（○はいくつでも） 

・男女ともに「治療をしなくても、ほとんどは自然に治ると思う」が４割。 

 

 

28.1

24.5

20.3

25.6

10.2

40.7

15.2

0.5

28.5

25.0

23.1

24.2

13.1

39.6

14.6

0.0

27.5

23.8

17.7

27.5

6.8

41.5

16.2

1.1

0 10 20 30 40 50

治療にお金がかかる

精神科を受診することに抵抗がある

受診をする時間がない

どこに受診をしたらよいかわからない

「うつ病」は特別な人がかかる病気なので、自分には関係ない

治療をしなくても、ほとんどは自然に治ると思う

その他

無回答
全体　n=551

男性　n=260

女性　n=265

％

【参考：前回調査比較】

28.3

24.6

20.4

25.7

10.2

40.9

15.3

26.7

26.4

29.5

26.4

10.2

42.2

11.8

18.4

26.7

26.0

28.3

10.2

40.2

9.2

0 10 20 30 40

治療にお金がかかる

精神科を受診することに抵抗がある

受診をする時間がない

どこに受診をしたらよいかわからない

「うつ病」は特別な人がかかる病気なので、自分には関係ない

治療をしなくても、ほとんどは自然に治ると思う

その他

今回(市民）　n=548
今回（勤労者）　n＝322

前回(勤労者）　n=891

％

※無回答を除く構成比
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１－５ 自殺についてのお考えについて 

問 20 あなたは、自殺対策に関連する次のことをご存じですか。 ((1)から(5)それぞれ１つに○) 

・「全国の自殺者数が 14 年連続して３万人を超えている」については、６割が「知っている」

又は「何となく知っている」と回答。 

・他の項目については「知っている」が３％台、「何となく知っている」が 10％前後。 

 

 

 

  

34.1

3.4

3.6

3.3

3.4

27.0

9.1

8.1

10.5

9.4

32.9

80.9

81.1

79.2

79.5

5.9

7.2

7.0

7.7

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１）全国の自殺者数が14年連続して３万人を超えている  

(２)毎年９月10日から16日までが自殺予防週間である     

(３）毎年３月が自殺対策強化月間である  

(４)自殺予防週間や自殺対策強化月間において、
堺市が講演会などの啓発事業を行っている    

(５）自殺対策における「ゲートキーパー」について

知っている 何となく知っている 知らない 無回答
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問 21 自殺について、あなたの考えに最も近いものをお答えください。(（1）から(5)それぞれ１つに

○) 

・「自殺は個人の問題であり、自由だと思う」について、「そう思う」と回答した割合は、１割強

となっている。 

 
 

問 22 あなたは、次の相談機関をご存じですか。（○はいくつでも） 

 

・「保健センター」が４割弱、「子ども相談所」「区役所法律相談」が３割前後の認知度。 

 

76.5

10.3

27.0

27.7

55.1

6.2

63.1

38.2

28.3

7.2

11.8

19.0

27.6

36.9

30.9

5.5

7.3

7.1

6.7

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１）自殺はするべきではないと思う                 

(２）自殺は個人の問題であり、自由だと思う    

（３）自殺はなんの前触れもなく、突然に起きる 

（４）自殺を口にする人は、本当は自殺をしない 

（５）自殺は防ぐことができると思う                 

そう思う そうは思わない わからない 無回答

15.2

39.2

12.0

3.3

15.6

8.6

12.8

29.2

11.2

27.1

31.8

0 10 20 30 40

こころの健康センター
（こころの健康専門相談）

　　　　　　　　　　　　保健センター
（区役所でのこころの健康相談）

こころの救急相談
（24時間の電話相談）

堺地域産業保健センター
（産業医のﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ相談）

関西いのちの電話
（24時間の電話相談）

大阪自殺防止センター
　　　　　　　（電話相談）

地域包括支援センター
（高齢者総合相談）

　　　　　　子ども相談所
（子どもに関する相談）

市役所労働相談

区役所法律相談

無回答
全　　体　N=2,243

％
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問 23 身近な人を自殺で亡くされたご遺族等に対して、あなたはどのようにお考えですか。(○は

いくつでも) 

・「どのように声をかけたらよいかわからない」が５割強、「自分自身を責めないでほしい」が５

割弱で、それぞれ男性よりも女性での割合が高い。 

 
 

 

 

48.9

54.9

18.9

16.8

22.2

18.8

27.2

23.5

9.4

0 10 20 30 40 50 60

自分自身を責めないでほしい

どのように声をかけたらよいかわからない

事前に気づかなかったのかと思う

誰かに相談した方がよいと思う

力になれるのなら、話を聞きたいと思う

時間が解決してくれると思う

かわいそうに思う

何もふれず、そっとしておく方がよい

無回答
全　　体　N=2,243

％

41.5

49.9

20.4

16.2

20.3

18.7

28.6

22.4

8.8

56.2

59.8

18.0

16.8

24.2

19.2

26.5

24.6

7.8

0 10 20 30 40 50 60 70

自分自身を責めないでほしい

どのように声をかけたらよいかわからない

事前に気づかなかったのかと思う

誰かに相談した方がよいと思う

力になれるのなら、話を聞きたいと思う

時間が解決してくれると思う

かわいそうに思う

何もふれず、そっとしておく方がよい

無回答
男性　n=936

女性　n=1,193

％
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問 24 堺市内において、ご家族や友人など大切な人を自殺で亡くされた方々が集り、思いを分か

ち合うための集い（自死遺族の集い）があることや、堺市こころの健康センターにご遺族の方

の専門相談窓口が設けられていることをご存じですか。（それぞれ１つに○） 

・知っている割合は、それぞれ３％前後。 

 
 

問 25 身近な人を自殺で亡くされたご遺族にとって、何（誰）が、こころの支えとなると思いますか。 

(○はいくつでも) 

・「家族」が８割弱、「友人」が５割強。 

 
 

問 26 これまでに、あなたの身近で自殺で亡くなられた方はいらっしゃいますか。(あてはまるもの

全てに○) 

・身近にいる割合は３割以上（「そのような人はいない」と無回答を除いた割合）。 

 

2.4

3.6

80.3

74.6

8.8

12.8

8.5

9.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１）自死遺族の集い

（２）専門相談窓口

はい いいえ 聞いたことはある 無回答

77.1

52.2

6.5

21.2

22.4

15.9

3.4

10.6

0 20 40 60 80

家族

友人

職場の同僚・上司

医師などの専門家

自死遺族の集い

ご遺族の方の相談窓口

その他

無回答 全　　体　N=2,243

％

59.5

6.3

2.5

6.2

0.2

16.9

2.6

8.3

0 10 20 30 40 50 60

そのような人はいない

友人

同居の親族（家族）

職場の関係者

恋人

その他

答えたくない

無回答 全　　体　N=2,243

％
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問 27 もしも身近な人から「死にたい」と打ち明けられたら、まずはどのように対応しますか。 (○

はいくつでも) 

・「『なぜそのように考えるのか』と理由を尋ねる」が６割弱、次いで「ひたすら耳を傾けて聞く」

が５割弱。それぞれ女性の方が割合が高い。一方、男性は「『バカなことを考えるな』と説得

する」が女性に比べて高い。 

 
 

 

 
  

22.8

2.1

18.6

8.3

59.7

49.7

28.1

4.1

0 10 20 30 40 50 60 70

「バカなことを考えるな」と説得する

相談に乗らない、もしくは話題を変える

「がんばって生きよう」と励ます

自殺をしないことを約束する

「なぜそのように考えるのか」と理由を尋ねる

ひたすら耳を傾けて聞く

「医療機関や公的機関に相談に行った方がよい」と提案する

その他 全体　N＝2,243

％

29.6

2.7

20.0

6.8

56.5

43.4

28.1

4.6

17.4

1.4

17.1

9.6

64.6

56.3

27.8

3.6

0 10 20 30 40 50 60 70

「バカなことを考えるな」と説得する

相談に乗らない、もしくは話題を変える

「がんばって生きよう」と励ます

自殺をしないことを約束する

「なぜそのように考えるのか」と理由を尋ねる

ひたすら耳を傾けて聞く

「医療機関や公的機関に相談に行った方がよい」と提案する

その他 男性　n=936

女性　n=1,193

％
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問 28 あなた自身は、最近 1 年間で死にたいと思うほど悩まれたことはありますか。（１つに○） 

（１）そのように考えたとき、誰かに相談しましたか。（○はいくつでも） 

（２）死にたいと思うほど悩んだ原因は何ですか。（○はいくつでも） 

 

・「あった（たびたび・まれに）」は１割強。 

 

・相談をしない人が６割を占めている。 

 

 

・全体では「家庭問題（家族関係の不和、子育て、家族の介護・看病、虐待等）」「健康問題（身

体の病気の悩み、こころの病気の悩み等）」の割合が高い。 

 

3.7 9.8 80.2 2.93.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　　体
N=2,243

たびたびあった まれにあった なかった 答えたくない 無回答

18.2

4.0

0.3

14.6

3.0

1.0

5.0

0.0

59.6

2.3

5.6

0 10 20 30 40 50 60

家族

親戚関係

近所の人

友人

職場の上司・同僚

保健センターなどの公的機関

医療機関

電話やインターネットによる相談

相談しない

その他

無回答全体 n=302

％

37.1

34.1

30.1

29.5

11.6

1.7

13.2

1.7

0 10 20 30 40

家庭問題

健康問題

経済生活問題

勤務問題

男女問題

学校問題

その他

無回答

全体 n=302

％

家庭問題（家族関係の不和、子育て、家族の介護・看病、虐待等）
健康問題（身体の病気の悩み、こころの病気の悩み等）
経済生活問題（倒産、事業不振、負債、失業、就職失敗等）
勤務問題（転勤、仕事の不振、職場の人間関係、長時間労働、パワーハラスメント等）
男女問題（失恋、結婚をめぐる悩み、セクシャルハラスメント、暴力・暴言等）
学校問題（いじめ、学業不振、教師との人間関係等）
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問 29 最近 1 年以内に、実際に自殺しようとしたことがありましたか。（１つに○） 

・全体では「あった」が２％台である。 

 

 

 

問 30 自殺を防ぐには、どのような対策の充実が必要だと思いますか。（○は３つまで） 

・学校での「いのちの教育」の充実を求める声が最も多い。 

 
 

 

 

 

  

2.4

2.5

2.1

90.8

91.8

90.8

3.5

3.1

3.8

3.3

2.7

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体　N＝2,243

男性　n=936

女性　n=1,193

あった なかった 答えたくない 無回答

40.8

24.3

18.1

17.3

20.1

3.4

7.7

21.1

14.1

23.5

27.0

5.5

13.7

0 10 20 30 40

学校での「いのちの教育」

職場でのメンタルヘルス対策

地域での「こころの健康相談」

自殺予防に関する電話相談

医療機関の診療体制

身近な人を自殺で亡くされたご遺族等の相談

自殺未遂者の支援

うつ病や自殺問題に関する普及啓発

債務や労働問題等の法律相談

ストレス対処法の普及啓発

孤立化しやすい人を見守るネットワークづくり

その他

無回答 全　　体 N=2,243

％
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２ 堺市自殺対策連絡懇話会 

（１）堺市自殺対策連絡懇話会設置要綱 

 

 

（設置）  

第１条 自殺対策基本法（平成 18 年法律第 85 号）の理念に基づき、本市における自殺対策

を実施するに当たり、医師、学識経験者等から専門的な意見を聴取するため、堺市自殺対

策連絡懇話会（以下「懇話会」という。）を置く。  

（構成） 

第 2条  懇話会は、委員 15 人以内で構成する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が選任する。 

(1) 医師、保健師その他これらに類する者 

(2) 学識経験者 

(3) 民生委員児童委員 

(4) 教育関係者 

(5) 警察その他の行政機関に属する者 

(6) 前各号に掲げる者のほか、市長が適当と認める者 

（座長等）  

第 3 条 懇話会に座長を置き、委員の互選により定める。 

２ 懇話会の会議は、座長が主宰する。  

３ 座長に事故があるとき、又は座長が欠けたときは、座長があらかじめ指名する委員が、

その職務を代理する。 

（関係者の出席等） 

第 4 条 座長は、必要があると認めるときは、議事に関係のある者の出席を求め、その意見

若しくは説明を聴き、又は関係書類の提出を求めることができる。 

（庶務） 

第５条 懇話会の庶務は、精神保健課において行う。 

（委任） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、懇話会の運営に関し必要な事項は、座長が懇話会に

諮って定める。 

   

附 則 

この要綱は、平成 19 年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 20 年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 21 年４月 1日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 23 年４月 1日から施行する。 
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（２）堺市自殺対策連絡懇話会委員名簿（平成 24 年４月 1日現在） 

 

 

 

関係者  健康福祉局健康部こころの健康センター所長 

     教育委員会事務局学校教育部長 

     消防局警防部長 

 

  

座長 梶 谷 健 二 大阪府臨床心理士会 理事 

委員 相 澤 啓 三 
大阪府警察本部 生活安全部 生活安全総務課 

指導・保護担当管理官 

〃 植 松 高 志 堺経営者協会 専務理事 

〃 田 内 誉 広 元ぬくもりの会 代表 

〃 高 橋  明 堺市医師会 理事（精神科医会） 

〃 辻 井 誠 人 大阪人間科学大学 人間科学部 社会福祉学科 教授 

〃 濵 田 國 男 堺市民生委員児童委員連合会 理事 

〃 日 髙 清 司 大阪弁護士会 太平洋法律事務所 

〃 村 田 省 吾 堺市医師会 副会長（堺地域産業保健センター） 

〃 森  英 光 堺市医師会 理事（産業保健担当） 

〃 山 崎 僚 一 堺労働基準監督署 次長 

〃 横 田 順 一 朗 地方独立行政法人 堺市立病院機構 市立堺病院 副院長 

〃 横 田 康 生 NPO法人国際ビフレンダーズ大阪自殺防止センター 副理事長 
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３ 堺市自殺対策庁内連絡会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

局 部 課 

市民人権局 市民生活部 市民人権総務課 

健康福祉局 生活福祉部 生活援護管理課 

健康福祉局 長寿社会部 高齢施策推進課 

健康福祉局 健康部 健康医療推進課 

健康福祉局 健康部 精神保健課 

健康福祉局 健康部 こころの健康センター 

子ども青少年局 子ども青少年育成部 子ども企画課 

子ども青少年局 子ども相談所 家庭支援課 

産業振興局 商工労働部 雇用推進課 

教育委員会事務局 学校教育部 生徒指導課 

教育委員会事務局 学校教育部 教育センター 

消防局 警防部 救急課 



 

 

 


